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ル
ト
ガ
ル
国
王
の
富
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
、

た
す
べ
き
「
奉
公
」
で
も
あ
っ
た
。

宣
教
師
た
ち
の
果

お
わ
り
に

　
イ
エ
ズ
ス
会
は
右
に
見
た
各
種
の
財
源
を
基
礎
的
経
済
構
造
と

し
て
、
教
団
運
営
に
編
入
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
財
源

の
確
保
と
い
う
地
上
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
内
部
で

は
、
主
要
な
窃
教
地
同
士
の
軋
礫
が
表
面
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

例
え
ば
ゴ
ア
、
コ
チ
ン
、
マ
ラ
ッ
カ
で
は
日
本
の
資
金
が
不
正
流

用
さ
れ
、
こ
の
四
立
教
蔵
置
の
関
係
は
悪
化
し
、
清
貧
に
関
す
る

『
イ
エ
ズ
ス
会
煙
幕
』
の
規
定
の
空
洞
化
、
と
い
う
深
刻
な
内
部

矛
盾
を
抱
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
本
稿
は
平
成
十
六
年
度
「
科
学
研
究
費
補
助
金
」
に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
）

研
究
発
表
要
旨

木
造
教
会
建
築
の
礼
拝
室
天
井
高

　
　
　
　
　
　
確
保
の
空
間
演
出
に
つ
い
て

日
本
基
督
教
会
遠
軽
教
会
と
元
田
稔
の
教
会
建
築
を
対
象
と
し
て

川
　
島
　
洋
　
一

は
じ
め
に

　
本
研
究
は
近
代
建
築
史
の
中
で
登
場
し
た
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会

建
築
で
中
心
的
な
空
間
で
あ
る
礼
拝
室
の
形
態
的
特
徴
に
つ
い
て

考
察
し
、
日
本
社
会
で
の
キ
リ
ス
ト
教
建
築
史
の
一
側
面
を
明
ら

か
に
す
る
事
が
目
的
で
あ
る
。

本
稿
で
は
礼
拝
室
の
断
面
形
に
注
目
し
、
特
に
天
井
高
確
保
に

よ
っ
て
礼
拝
行
為
を
包
む
効
果
的
空
間
演
出
の
た
め
の
構
造
的
特

徴
に
つ
い
て
、
現
存
す
る
昭
和
初
期
木
造
建
築
の
日
本
基
督
教
会

「
遠
軽
教
会
㎏
と
、
ま
た
昭
和
二
〇
年
代
以
降
の
教
会
建
築
を
手

が
け
た
元
田
稔
の
作
品
を
対
象
と
し
て
考
察
し
た
。
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一．

東
y
教
会
の
沿
革
と
教
会
建
築
の
特
徴

　
一
．
一
．
沿
革
と
教
会
建
築

　
遠
軽
教
会
は
明
治
二
九
年
結
成
の
北
海
道
同
志
教
育
会
（
以
下

　
　
　
を
　

教
育
会
）
で
の
北
海
道
開
拓
移
民
を
起
源
と
し
、
未
開
地
湧
別
川

流
域
三
千
町
歩
の
農
耕
地
を
基
本
財
産
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
大
学

設
立
の
構
想
を
基
に
入
植
し
、
こ
の
意
志
を
継
承
し
た
「
北
見
青

年
会
し
を
設
立
し
同
三
七
年
に
会
館
を
建
て
た
。
ま
た
屯
田
兵
屋

一
部
を
初
期
会
堂
と
し
て
集
会
場
と
牧
師
館
と
し
、
木
造
平
家
切

妻
屋
根
平
入
、
田
の
字
型
平
面
で
の
部
屋
と
台
所
、
便
所
、
浴
室

を
配
置
し
床
面
積
約
二
〇
坪
程
度
の
建
物
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
じ

　
そ
の
後
ピ
ア
ソ
ン
宣
教
師
援
助
に
よ
り
岡
三
八
年
伝
道
教
会
設

立
、
翌
年
専
任
牧
師
を
迎
え
て
現
遠
軽
教
会
設
立
の
基
礎
が
築
か

れ
た
。
同
四
五
年
に
は
本
格
的
な
会
堂
を
建
築
し
、
木
造
平
家
切

妻
屡
根
妻
入
で
棟
上
に
方
形
屋
根
の
塔
が
置
か
れ
、
妻
側
正
面
玄

関
馳
駆
右
に
は
上
部
ア
ー
チ
縦
長
上
げ
下
げ
窓
が
あ
り
、
教
会
建

築
と
し
て
の
主
張
が
外
観
に
現
わ
れ
て
い
た
。
棟
梁
は
山
形
県
出

身
の
信
徒
鏡
九
郎
兵
衛
、
建
築
費
用
は
信
徒
の
薄
荷
共
同
耕
作
に

よ
っ
て
捻
出
さ
れ
た
。
平
面
は
長
方
形
単
廊
式
礼
拝
室
で
講
壇
と

玄
関
は
外
部
凸
で
床
面
積
は
約
四
八
坪
の
簡
素
な
礼
拝
機
能
の
み

の
会
堂
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
教
会
会
計
的
に
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
依
存

か
ら
信
徒
献
金
等
に
よ
る
自
給
教
会
と
な
り
大
正
一
一
年
に
は
教

会
設
立
へ
と
発
展
し
、
同
教
派
で
導
管
区
内
で
の
純
農
村
型
教
会

と
し
て
最
も
早
く
設
立
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
昭
和
六
年
に
は
こ
の
会
堂
が
消
失
（
同
六
年
）
し
た
が

半
年
足
ら
ず
の
短
期
間
に
現
会
堂
（
写
真
1
）
を
再
建
し
、
設
計

同
教
派
札
幌
北
一
条
教
会
会
員
池
燭
敏
行
、
施
工
林
栄
次
郎
に
よ

り
建
設
さ
れ
、
木
造
二
階
建
切
妻
屋
根
妻
入
塔
屋
付
ゴ
シ
ッ
ク
調

の
均
整
の
取
れ
た
外
観
の
会
堂
と
な
っ
た
。
延
床
面
積
約
六
四
坪

で
単
廊
式
礼
拝
室
と
集
会
室
が
あ
り
教
会
建
築
と
し
て
の
…
機
能
が

旧
会
堂
よ
り
も
整
っ
た
建
物
で
あ
る
。
し
か
し
昭
和
初
期
の
不
況

と
キ
リ
ス
ト
教
主
義
が
薄
れ
伝
道
は
徐
々
に
困
難
と
な
り
、
更
に

軍
事
色
が
強
ま
り
岡
一
六
年
成
立
の
宗
教
団
体
法
に
よ
り
各
教
派

は
日
本
基
督
教
団
に
統
合
さ
れ
、
遠
軽
教
会
も
教
団
所
属
と
な
っ

た
が
、
戦
後
法
律
解
除
で
現
教
派
に
復
帰
し
た
。
教
会
建
築
は
同

五
〇
年
代
に
水
廻
空
間
と
牧
師
館
へ
の
通
用
口
が
増
築
さ
れ
た
の

み
で
八
○
年
近
く
経
過
し
た
今
日
で
も
建
設
時
の
外
観
が
保
た
れ

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
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一
．
二
．
現
教
会
建
築
の
デ
ザ
イ
ン
と
礼
拝
室
の
特
徴

　
昭
和
初
期
建
築
の
現
木
造
教
会
建
築
と
し
て
の
特
徴
と
し
て
は
、

外
観
の
ゴ
シ
ッ
ク
調
デ
ザ
イ
ン
、
木
の
葉
を
基
本
と
し
た
窓
、
扉
、

講
壇
廻
り
の
意
匠
で
統
一
し
た
デ
ザ
イ
ン
が
用
い
ら
れ
、
ま
た
内

部
の
礼
拝
室
は
水
平
梁
が
な
く
斜
め
天
井
に
よ
っ
て
高
さ
を
確
保

し
て
い
て
、
道
内
に
現
存
す
る
藤
蔓
の
建
物
と
し
て
は
特
異
な
構

造
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
即
ち
礼
拝
室
空
間
が
斜
め
梁
に
よ
り
左

右
か
ら
高
く
持
ち
上
げ
て
の
斜
め
天
井
で
、
横
断
す
る
水
平
梁
と

水
平
天
井
の
通
常
の
空
間
で
は
な
く
天
井
を
よ
り
高
く
持
ち
上
げ

る
空
間
演
出
の
構
造
で
あ
っ
た
（
図
版
1
左
）
。

二
．
元
圏
稔
の
礼
拝
室
演
出
と
現
カ
ナ
ダ
で
の
教
会
建
築

　
二
．
一
．
建
築
家
元
田
稔
と
礼
拝
野
天
井
高
確
保
技
術

　
戦
後
昭
和
二
〇
年
代
か
ら
同
色
〇
年
代
に
渡
っ
て
日
本
聖
公
会

の
教
会
建
築
設
計
を
多
数
設
計
し
た
建
築
家
元
田
稔
の
作
品
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
こ
の
斜
め
梁
に
よ
る
礼
拝
室
空
間
の
構
造
を

確
認
し
て
い
る
。
父
親
は
明
治
時
代
の
日
本
聖
公
会
東
京
教
区
初

代
主
教
で
あ
り
、
大
正
時
代
後
期
に
旧
東
京
帝
大
で
建
築
を
学
び

戦
後
の
教
会
建
築
設
計
の
第
一
人
者
で
あ
る
。

　
元
田
の
礼
拝
室
小
屋
組
み
は
水
平
梁
の
採
用
は
少
な
く
、
い
か

に
天
井
を
高
く
持
ち
上
げ
る
か
で
あ
っ
て
、
初
期
は
斜
め
梁
上
部

に
水
平
材
を
補
強
す
る
構
造
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
水
平
材
を
除
去

し
数
本
の
束
で
上
下
結
合
す
る
ダ
ブ
ル
の
斜
め
梁
を
桁
か
ら
棟
木

に
持
ち
上
げ
る
手
法
（
半
知
1
中
）
が
見
ら
れ
、
そ
し
て
遠
軽
教

会
と
同
様
な
途
中
の
束
を
省
略
し
棟
部
分
の
み
に
三
本
の
束
を
用

い
て
斜
め
梁
を
菱
型
状
に
結
合
し
た
構
造
へ
と
変
遷
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
　

　
二
．
二
．
開
拓
初
期
ア
メ
リ
カ
大
陸
で
の
事
例
（
文
献
調
査
）

　
さ
て
こ
の
手
法
で
の
教
会
建
築
の
状
況
に
つ
い
て
文
献
調
査
を

実
施
し
た
が
、
一
八
九
〇
～
一
九
〇
〇
年
代
現
カ
ナ
ダ
の
西
海
岸

ブ
リ
テ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
北
部
の
一
部
地
域
に
、
こ
の
構
造

が
採
用
（
図
版
1
右
）
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

掲
載
し
て
あ
っ
た
写
真
資
料
に
よ
る
と
、
元
田
に
よ
る
手
法
と
同

様
に
三
種
類
の
木
造
小
屋
組
み
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。

一29一



三
．
天
井
高
確
保
の
木
造
建
築
技
術

　
礼
拝
室
は
そ
の
機
能
に
よ
り
天
井
を
よ
り
高
く
す
る
事
は
キ
リ

ス
ト
教
伝
来
の
明
治
時
代
か
ら
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く

は
水
平
材
梁
に
よ
る
天
井
造
作
あ
る
意
は
梁
が
横
断
す
る
吹
き
抜

け
空
間
に
な
っ
て
い
る
事
を
考
え
る
と
、
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ

た
遠
軽
教
会
で
の
特
殊
な
構
造
は
、
北
海
道
宣
教
に
関
与
し
た
ピ

ア
ソ
ン
宣
教
師
が
こ
の
手
法
を
も
た
ら
し
、
遠
軽
教
会
設
計
者
で

あ
る
池
畑
に
伝
わ
っ
た
と
推
察
で
き
、
ま
た
ピ
ア
ソ
ン
が
こ
の
技

術
を
知
り
得
た
の
は
約
一
世
紀
前
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
西
部
開
拓
時

に
使
用
さ
れ
た
こ
の
特
殊
な
構
造
を
当
時
の
文
献
で
、
あ
る
い
は

直
接
同
様
な
教
会
建
築
に
接
し
て
の
事
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。お

わ
り
に

　
建
設
か
ら
一
世
紀
を
む
か
え
よ
う
と
す
る
現
遠
軽
教
会
の
木
造

礼
拝
室
の
天
井
高
確
保
の
特
殊
な
構
造
と
元
田
稔
の
作
品
、
そ
し

て
カ
ナ
ダ
で
見
ら
れ
た
同
様
な
構
造
を
明
ら
か
に
出
来
た
が
、
今

後
は
こ
の
事
例
三
棟
の
歴
史
的
な
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る

必
要
が
あ
る
。

註
（
1
）
当
時
の
日
本
政
治
文
化
教
育
及
キ
リ
ス
ト
教
の
代
表
的
人
物
に

　
　
よ
る
結
成
、
会
長
押
川
方
義
副
会
長
本
田
庸
一
等
キ
リ
ス
ト
教
指

　
導
者
含

（
2
）
明
治
初
期
米
国
よ
り
宣
教
師
と
し
て
北
海
道
に
入
り
小
樽
、
旭

　
川
、
北
見
で
の
宣
教
活
動
を
実
施
昭
和
三
年
帰
国

（
3
）
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集
　
建
築
家
元
田
稔
研
究

　
　
そ
の
一
（
一
九
九
三
）
～
そ
の
2
7
（
二
〇
〇
四
）
参
照

（
4
）
興
亜
二
巳
巨
≦
冨
・
9
§
寡
（
一
㊤
ヨ

隔

日本基督教会遠軽教会の
現教会建築（正面形態）

写真1
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豊
野
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迷
謬
烈
女
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霜
世
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位
階
姐
麟
廻
耗

（
ト
網
）
鴇
網
宿
毛
£
蕊
幻
（
唄
）
箒
侵
側
世
犀
　
　
　
図
興
哩
’
で
旧
短
刀
（
州
）
爺
理
圏
黒
目

e
姻
編
出
’
」
P
p
韻
巳
択
碧
世
二
日
転
も
R
暇
　
　
　
e
姻
藩
姻
奪
副
楼
K
e
虚
鰹
鱒
田
暇
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